
年度

授業の種類 講義 講師名

8回 時間数 15時間 (1単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕

回数

1

2

3

4

5
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7

8

【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

終講時試験。履修規定に準じる。

救急救命士標準テキスト改訂第10版 へるす出版

書籍名 著者名 出版社

酵素（ビタミン、逸脱酵素　など）酸塩基平衡（アシドーシス・アルカローシス）

定期筆記試験

タンパク質の各論（必須アミノ酸、構造、ビリルビン　など）

タンパク質の代謝（α-ケト酸による代謝、尿素回路　など）

遺伝情報（ＤＮＡ、ＲＮＡ、複製、転写、翻訳　など）

糖の代謝（解糖系、TCA回路、電子伝達系）

脂質各論（中性脂肪、リポタンパク質、必須アミノ酸）

脂質の代謝（β-酸化）、ケトン体について

生化学に対する基礎的知識の理解の指標とする。

講義内容

細胞内小器官について　糖の各論

生体を構成する物質の構造と機能、生体内での代謝疾患時の変化などについて基礎的事項が理解できる。

テキストを骨子に、その他必要と思われる部分は各専門書を参考にしたプリントにて理解を深める。

2022 授業概要　

授業回数 救急救命士科1年

科目名 生化学


